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ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
野
部
さ
ん
の
出

会
い
は
、
15
年
前
に
シ
ル
バ
ー
大
学
に

入
学
し
、
そ
の
部
活
動
と
し
て
選
択
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
鳥
取
県
泊
村
で
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
事
業
と
し
て
考
案
さ
れ

た
比
較
的
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ゴ
ル
フ
と
同

様
に
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
(
直
径
36
セ
ン
チ
の
輪
)
に

ボ
ー
ル
を
入
れ
、
打
数
の
少
な
さ
を
競
い
ま
す
。

や
っ
て
み
る
と
意
外
に
難
し
く
、
ボ
ー
ル
が
な
か

な
か
止
ま
ら
な
か
っ
た
り
、
入
っ
た
と
思
っ
て

も
枠
に
は
じ
か
れ
た
り
通
り
過
ぎ
た
り
し
ま
す
。

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
の
数
は
１
ラ
ウ
ン
ド
８
つ
で
、
通

常
は
４
ラ
ウ
ン
ド
行
い
ま
す
。
打
数
の
計
算
は
自

分
自
身
で
行
い
、
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
、
エ
チ
ケ
ッ

ト
を
守
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
ま
す
。

　

佐
野
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
の
会
員
数

は
２
７
３
人
、
栃
木
県
の
協
会
会
員
数
は
98
人
。

協
会
に
未
加
入
の
愛
好
者
は
さ
ら
に
多
い
と
い

い
ま
す
。

　

野
部
さ
ん
の
15
年
間
の
主
な
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。
第
72
回
国
民
体
育
大
会
(
愛
媛
県
)

で
全
都
道
府
県
48
チ
ー
ム
中
、
栃
木
県
は
12
位
。

一
昨
年
の
特
別
国
民
体
育
大
会
(
鹿
児
島
県
)

で
は
11
位
。
昨
年
の
第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
(
佐
賀
県
)
で
は
、
栃
木
県
は
15
位
で
し
た

が
、
野
部
さ
ん
個
人
は
栃
木
県
代
表
メ
ン
バ
ー

12
人
中
１
位
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

「
他
人
(
ひ
と
)
に
や
さ
し
く
己
に
厳
し
く
」

が
野
部
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
。
目
標
を
高
く
掲
げ
、

努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
や
所
作

か
ら
は
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
若
々
し
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。「
一
人
で
も
、今
か
ら
で
も
、

何
歳
か
ら
で
も
大
丈
夫
」
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
伝
え
る
活
動
を
継

続
し
て
い
ま
す
。　
　

(
市
民
記
者　

福
田
満
)

野部　勝 さん

・佐野グラウンド・ゴルフ協会会長

・1級普及指導員（マスター）

・佐野市スポーツ協会常任理事

グ

グラウンド・ゴルフ栃木県代表として活躍

市
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

10
月
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
続

き
、
大
雨
や
強
風
に
よ
る
災
害
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
季
節
で
す
。
近

年
は
、
局
地
的
な
豪
雨
や
急
激
な

気
象
変
化
が
頻
発
し
て
お
り
、
日

頃
か
ら
の
備
え
と
心
構
え
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
気
象
情
報
や

避
難
情
報
に
注
意
を
払
い
、
早
め

の
行
動
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
、
台
風
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な

ど
の
影
響
に
よ
り
平
成
28
年
度

を
最
後
に
開
催
が
見
送
ら
れ
て
い

た
「
佐
野
市
総
合
防
災
訓
練
」
を
、

実
に
９
年
ぶ
り
に
開
催
い
た
し
ま

す
。10

月
４
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐

野
新
都
市
や
佐
野
日
本
大
学
短
期

大
学
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
新
都
市
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
を
会
場
と
し
て
、

産
学
官
連
携
の
も
と
大
規
模
災
害

を
想
定
し
た
実
践
的
な
訓
練
や
各

種
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

災
害
対
策
本
部
の
設
置
か
ら
避

難
・
救
出
訓
練
、
最
新
の
防
災
機

器
の
展
示
、
Ｖ
Ｒ
に
よ
る
地
震
体

験
ま
で
、
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
申
し
込
み

は
不
要
で
、
ど
な
た
で
も
ご
観
覧

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
防
災
に
つ

い
て
学
び
、
体
験
で
き
る
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
と
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
、
い
ざ
と
い
う

時
に
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
自
分

と
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、

今
で
き
る
備
え
を
始
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
「
佐
野
市
む
ら
づ

く
り
そ
ば
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を

11
月
末
ま
で
開
催
中
で
す
。
奥
佐

野
の
豊
か
な
自
然
と
と
も
に
、
地

粉
を
使
っ
た
手
打
ち
そ
ば
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

秋
の
行
楽
と
と
も
に
、
佐
野
の

魅
力
を
再
発
見
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

！

佐野市長

金子　裕

よ
う
こ
そ
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風 鈴の音色に癒された夏風 鈴の音色に癒された夏
 唐澤山神社の風鈴参道

第 ３３回さの秀郷まつり
sanoteens が取材！

９月１３日 ㈯ ・１４日 ㈰ 、 市役所周辺で第 33 回さの秀郷まつり

が開催されました。

まつりは、 さの秀郷太鼓保存会の皆さんによる和太鼓演奏に始ま

り、和太鼓の響きに観客席が一体感に包まれました！続いて 「ちびっ

こさのまる音頭」。 佐野日本大学短期大学 「ＳＥＭ」 のお姉さんたち

と一緒に、 子どもたちが元気いっぱい踊っていました！

2 日目には 「みこし ・ おはやし巡行」 が行われました。 駅前通り

でたくさんの人の熱気が、 薄暗い夜に光を灯しました。 また、 佐野

東高等学校ダンス部を始めとするステージ発表では、 観客席いっぱ

いに人が集まり、 大きな掛け声も聞こえました！

両日を通して行われた 「さのブランドガチャガチャ」 は大盛

況でした！また、 佐野ブランド大使のダイアモンド ユカイさん、

DOTAMA さんが圧倒的なパフォーマンスで楽しませてくれました。

2 日間のお祭りを通して多くの人々の笑顔が見られ、 佐野市の盛

り上がりを感じられたことを大変うれしく思います。

※この記事・写真は、佐野市高校生プロジェクト 「sanoteens」

の高校生によるものです。

暑かった今年の夏も、 唐澤山神社の８００個の風鈴の音色が、 暑さを和

らげ癒してくれました。 また、 音色だけではなく宮司が発信する SNS から

も涼しさを感じられた夏でした。

風鈴は古くから魔よけや疫病退散の縁起物とされており、 天明鋳物で作

られた風鈴の音色には、 平穏な日々を願う思いが込められているとのこと

です。

８月９日 ㈯ に開催されたナイトウォークでは、 縁日や天体観測で楽しむ子

どもたちの笑い声が、 夜遅くまで唐沢山にこだましていました。 夏休み中

の最高の思い出になったことでしょう。来年の夏も、唐澤山神社の参道には、

子どもたちの健やかな成長を願う宮司の思いが込められた風鈴が、 涼しげ

な音色を奏でることでしょう。 　　　　　　　　　　　　　　　（市民記者　中里聖子）
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